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経済学研究 45-2
北海道大学 1995.6

アメリカ経済史におけるメカニック

森

1.メカニックの定義，および課題の設定

メカニック (mechanic，以下ではメカニクス

という複数表現も併用する)にたいして英和辞

典はふつう「職人」と「機械工Jという二種類
の訳語をあてている。アメリカ経済史の文献に

このメカニックがでてきた場合，それが機械制

の工場が普及する前のことならば職人と訳し，

後ならば機械工と訳すのが，一般には無難であ

ろう。しかし本稿では，それだけでは片付かな

い経済史上の問題を扱う。

アメリカでメカニックという用語は，植民地

時代から手工業的な労働に従事する人々全体を

f旨し，アーティザン (artisan)，クラフツマン

(craftsman)などと明確に区別しないまま用

いられた1)。むろんこの用語はイギリスから移

入したものである。 1755年ロンドンで出版され

たサムエル・ジョンソンの有名な英語辞典(Dic-

tionary of the English Language)では，

“mechanic"が名詞と形容調との二様に定義さ

れており，名詞としては「製造する者;低級の労

働をする者J(A manufacturer; a low work-
man)，形容詞としては「劣等の;隷従した;卑

しい職のJ(Mean; servile; of mean occupa-

tion)と書かれている。別の辞書の定義も似たよ

1)どの用語が最もよく用いられるかには，時代によ

る変化があったようである。 T.].シュレーレスに

よれば「アーチザン，クラフツマン， トレードマ

ン，メカニツクの語はしばしば置き換え可能な，

同意に用いられてきた。…(が)アーチザンは17
世紀と18世紀始めにより一般性をもち，クラブツ
マンは18世紀からあと長く使用されるようにな
り，メカニックは18世紀末と19世紀始めに最もよ

呆

うなものであって，当時のイギリスにおけるメ

カニックの規定には，彼の技能が手と身体に重

きをおくもので頭脳と近代科学 (Liberal Sci-

ences)を生かすところが少ないがゆえに劣等で

あること，さらに彼が商人，法律家，官吏など

上層の人々の下位にあって隷従する階層に属す

ること，が含みとなっていた。アメリカにも，

メカニックの用語が当初そのような意味合いを

もって持ち込まれたといってよいだろう2)。

しかし同時に，アメリカのメカニックには植

民地時代からすでにイギリスと異なるニュアン

スがこめられていたと思われる。植民地の社会

構造に階級的な上下関係がなかったわけでは決

してないが，メカニクスが上層の人々の下にい

ることを強調する必要はイギリスのようには強

くなしまたメカニクスの社会に前近代的なギ

ルド制度の残津は希薄だ、った。その内容に立ち

入ることは後にまわすとして，要するにアメリ

カでメカニツクは，1自分の手による技能をもっ

て直接，生産にたずさわる人Jとしてだけ規定
される性格をよく見せていた。この規定のなか

には，手工業の親方 (mastercraftsman)と雇

い職人(journeyman)の双方が含まれ，また自

分で道具をもち自分のために働く者，商人や事

業家から仕事を請け負ってフォアマンとして働

く用いられるようになったというふうに，使用法

に進化があった…。いずれにしても今日，研究者

の聞には， 18世紀アメリカ史の大部分の期間にわ
たってアーチザンとメカニツクとクラフツマンと

はおおよそ同義だったという暗黙の合意があるよ

うである。J(Schler巴th[60J p.37) 
2) Rock [51J p.371. Brid巴nbaugh[3J p.155.Glick-
stein [18J pp.3-4. 
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く者，日当や週拾で働く者のすべてが含まれる。

明確な徒弟(apprentice)期間にあるものはまだ

職についたとみなされないからクラブツマンと

かメカニックとは呼ばれないが，白人の年期奉

公人 Gndenturedservant)や黒人奴隷も，一定

の熟練をもっ者はメカニツクのなかに入れられ

た。それでもメカニクスのうちの多数派の状態

を基準として植民地社会での階層づけを試みる

ならば，総じて農村部で彼らは中位程度 (mid-

dling sort)の者という感じがあったとされる。

独立自営農よりやや低くみられる傾向があった

が，メカニックという呼称に軽蔑の響きはなか

った。都市部の場合メカニクスをひとつの階層

として把握することは農村以上に無理であり，

彼らの中で早くから職種の違いや事業の成功度

による社会的評価と富の格差があったために，

社会の上層から下層にかけてどこにでもいるよ

うに見えた九

イギリスなどにくらべてアメリカのメカニツ

クは，おそらく18世紀における彼らの社会的な

地位や性格をより多く 19世紀に引き継いだとい

ってよいであろう。 19世紀の機械制工場の普及

にともなって，さすがにメカニックには「機械

工」としての内実が強まっていくが，その場合

でも彼が「自らの手でJ機械を操作して「直接

に物を生産する」ことが重要視されているので

あって，道具でなく機械を用いたところに重点

があるのではない。英語で書かれたアメリカ経

済史の文献で，クラフツマンを手工業的熟練工

(親方と職人)，メカニックを機械工的熟練工

(労働者)として区別したり，歴史的に前者か

ら後者に生産の担い手が交代したと説いたもの

はないように思われる 4)。(ただし注1でみたよ

うに18世紀末まではアーティザンとかクラフツ

3) Ly凶&Young [32J pp.217-218. Rock [51J p. 
9. Wilentz [66J p.27. note13. Bridenbaugh [3J 
p.155-157. Rorabough [56J pp.5-6 
4)日本ではたとえば中川敬一郎 [71J42頁，同 [72J

297頁において，両方の概念の区別(手工業的と機

械工的)と前者から後者への「おきかえJが述べ
られている。

マンとか呼ぶ、ほうが多く，独立革命期ころから

突然にメカニツクという表現が多用されるよう

になったのは事実と思われる。本稿ではメカニ

ツクという語に統一して用いる。)

この小論に設定した主要課題は以下のごとく

である。アメリカのメカニックは，植民地時代

からその性格や技能においてヨーロッパと違う

ものを身にっけながら育ち，その特徴を19世紀

の工業化時代に継承した。しかしその後のメカ

ニツクのたどった道にかんしていえば，従来の

アメリカ経済史研究では，機械化，工業化の進

展にともなって彼らが資本・労働関係に分解さ

れていしつまりメカニクスのごく少数者だけ

が経営者に上昇し大多数の者が労働者化して工

場に編入されていく，という展望が示唆される

に止まっていたと思われる。もちろんこの展望

は基本線として容認できるし，重要でトあろう。

だがその面だけを追うのでトは， 19世紀に彼らが

担った特有の役割がなかなか捕捉できないので

はないかということが，私の問題意識のうちに

ある。すなわち彼らが伝統的な性格や役割を維

持・発揮しながら，勃興してくる産業と技術に

特有の質を付与していく面，それがやがてアメ

リカ型生産システム (American System of 

Manufacturers) と呼ばれるアメリカ経済の特

質に結実していく面の考慮が必要でトはなかろう

か。従来アメリカン・メカニクスのそうした役

割やアメリカ型生産システムの特性への言及

は，技術史領域の研究にほとんど限られていた。

しかし近年になって一一具体的な業績としては

ようやく 1970年代から一一経済史と技術史の研

究の接近が始まっており九それを反映してメ

カニックの歴史的な性格についても，双方の研

究の統合の機運が熟してきているように思われ

る。本稿はこれまでの主要な業績をふまえてこ

の問題に今日どれだけのことがいえるかを検討

しようというものである。

5)近年の経済史と技術史の研究の接近，融合を跡づ

けた論稿として Porter[48J， Post [45Jをあげ
ておく。
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2.アメリカン・メカニックの誕生

19世紀のアメリカ工業の勃興時代におけるメ

カニックの特性を規定した主要因は，なんとい

ってもその19世紀，同時代の経営環境にある。

とはいうものの，植民地時代からその時期まで

に形成されたメカニクス社会の伝統的な特質

は，前提として軽視できない。本節と次節でそ

の点を考察する。

植民地時代のアメリカに手工業的な技能が形

成された次第を，便宜上，農村社会における状

況と都市における状況とに分けてのベる。まず

前者である。アメリカの植民地社会は圧倒的に

農村部の比重が高いが，そこにはヨーロッパ農

村とは異質の近代性，進取の気性がうかがわれ

る。この社会で最初に活用された道具や技能は，

移民がそれぞれの母国からもちこんだものであ

った。彼らの出自からいってイングランドから

のものが最も多かったことは容易に推定できる

が6) しかしたとえば鉄の製造でかなり製法の

異なるイギリス式， ドイツ式とフランドル式が

別々に入って別の地方にひろがるといった事例

も少なくなかった。どの国のどんな先進技術を

重点、に導入するかという社会的な合意がないま

まに，移民によってばらばらにもちこまれた意

味あいが濃い。このこととあわせて，植民地時

代を湖るほど外来の技術や技能はそのまま活用

され発達するわけにいかなかった。移民たちは

母国とまったく違う環境のなかで，技能を絶対

に必要な物資を得るため以上に使えず，それを

みがく条件と余裕をあたえられなかった。彼ら

が農民的な生活に浸る度合が増すほどに，旧世

界から移転した技能そのものはむしろ退化する

傾向があった7)。

6)独立後1790年の第1回センサスをもとにした推定
てるは，この年の人口392万人のうち，イングランド

人が82.1%と圧倒的に多く，スコットランド人が7

%， ドイツ人5.6%，オランダ人2.5%の順となっ
ている。

7) Hindl巴 [24Jp.63. Hindle & Lubar [25J p.59. 
Bridenbaugh [3J p.4. 

したがって外来の諸技術がそのままひとつの

方向性をもっ路線に集約され前進を続けたので

はなかった。アメリカでは農民じしんが否応な

しに，さまざまの技術にたいする広範な知識と

製造・適応能力を独自に新しく身につけていっ

た。羊を飼って毛を織り農具や工具を自作した

のはもとより，製粉，製材，革なめし，焼物か

ら時計の扱いにいたるまで広く技術に通じ，そ

の広い能力はヨーロツパからの旅行者を驚かせ

た。自給のためばかりでなく，ニューイングラ

ンドのように冬が長い村では多くの農民が冬期

間にパートタイムのクラフツマンとなって稼い

だヘそうした農民から区別されてメカニック

(クラブツマン)として村に定住した人々は，

旧世界で彼が身につけた技能の種類にかかわら

ず，分業化し専門化するよりむしろなんでも屋

になる傾向をみせた。大工(carpenter)は製材

から，家屋の建築，椅子の製造，台所ののし棒

を作ることまでが当然視された。鍛冶屋(black-

smith)は釘，ドアの蝶番，鍬，蹄鉄…を作った。

そして彼らの多くが小規模の土地を所有するか

借りるかして耕作したので，彼らの本業も少な

からぬ季節性をみせていた。そして独立自営農

民への「上向Jを志向する者も少なくなかった。
農村のメカニクスとしてはこのほかに，巡回織

布工(itinerantweaver)のように村々をわたり

歩いて織布・仕上の比較的熟練を要する工程を

担う者がいた。また靴や家具などわりに早くか

ら村をこえて市場がひらけた製品については，

商人が農家やメカニクスに原材料を前貸しして

製品を買いとっていく制度がある程度ひろがっ

たようである9)。

こういう社会状況のなかから，どのような技

術の特性や担い手が育ってきたのか。ここでは

3点をあげたい。第1に，道具の実用性とシン

8) Hindle & Luber [25J pp.47-49. Rorabaugh [56J 

p.9. 
9) Bridenbaugh [3J p.65. Perkins [43J p.115， 120. 

Chandler [7J pp.19-22.邦訳34-38頁。鈴木圭介編

[74J 60頁。
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プル化のかなり徹底した追求である。 18世紀ア

メリカの独自製品として今日，技術史家の検討

に供されている多くの物一一斧をはじめとする

農具，荷車，製材所，時計，陶器，等々 は，

ヨーロッパ式の製品から一切の装飾など余計な

ものを排して早く安く作れるようにし，アメリ

カの風土や条件に合うように機能や構造に工夫

をこらして生まれたという共通の特性をもって

いる。そうした特性は都市が手工業を担うに先

立ちむしろ農村部から醸成された。そこには技

術学的な意味での進歩と記されるものがほとん

どなく，誰によって改良されたのか多くは不詳

であり，また製作者の技能は決して高くなかっ

たlω。

第 2に，とくにニューイングランドを中心と

した特徴であるが，彼らの多くが山森を開拓し

ながら生計をたて，木材をほとんど無制限に使

用できる環境にいたことが，技術に決定的な影

響をおよぽした。よくアメリカ初期の発明品と

して引き合いにだされる斧 (axe)は，刃を広く

厚くし反対側に頭をつけ柄を長くして全体のバ

ランスをとったことで，ヨーロッパ式斧にくら

べ立木伐採能力を 3倍もたかめたという11)。伐

られた木を製材する仕事場 (sawmill)もヨーロ

ッパとは比較にならぬほど多数，建造された。

アメリカ人はヨーロッパで石や煉瓦や金属を材

料にしているものを木材で作ることに腐心し

た。建築物や家具はいうにおよばず留金(フッ

ク)，ちょうつがい，かぎ，火に鍋をかける自在

鈎等々，母国で金属製を用いていたものを彼ら

は木で作った。初期のプラウなど農具や手工道

具の多くもとくに北部植民地の場合には木製で

あり，どうしても必要な部分にだげ金属を用い

た。造船業は木材を材料とするがゆえにアメリ

カ最初の大工業，輸出産業になった。木灰から

10) Hindle & Lub巴r[25] pp.44-54. Bridenbaugh [3] 

p.50. 

11) Hindle & Luber [25] p.45.この斧はヨーロツノf

に輸出されたが，ヨーロッパにはほとんど広がら

なかったという。

作る炭酸カリ，アルカリも初期の重要輸出品に

なった。イギリスでは木材資源の不足がいち早

くコークス利用の製鉄を促したが，アメリカで

は長く木炭製鉄が続くことになる。運河，道路

(ターンパイク)，橋梁，レールなども木を材料

として始まり発達するのである。要するにアメ

リカでは多分に，木を加工し利用する道具と技

術が広範に追求され発達し(あるいは木の浪費

を考慮することなしに実験と革新に腕がふるわ

れ)，その成果が徐々に金属加工技術に適用され

ていくという経路をたどった。後年，アメリカ

型生産システムを代表することになる技術の

かなり多くが，そうした経路をたどったのであ

る12)。

第3に，このような農村社会の内部からメカ

ニツクを生みだすしくみであるが，たとえばニ

ューイングランドでは，上述の意味で社会全体

に技術への関心と知識をひろめたが，農業とメ

カニックの職の境目があいまいで，メカニクス

のパートタイム性が強く，彼らの技能が高い専

門性をもちえず，資本は多くなかったのである

から，親方も増えなければ，また親方のもとに

他家の子弟がついて修行をつむ慣行も普及しな

かった。結局メカニックの養成は同族の範囲に

限られる傾向が強く，それを越える技能養成の

しくみは当然ながら年とともに勃興する都市に

ゆだねられた。一方，南部では，プランターが

大工を雇い自らその親方としてふるまい，奉公

人や奴隷を督励して建築をおこなったような例

が多くみられる。白人の契約泰公人や黒人奴隷

が斧，鍬，釘，桶などを自製させられただけで

なく，時にはその製品が地域社会で売られた。

つまりメカニクスの底辺を奴隷がうめたのであ

る。また南部社会は恵まれた水運のせいで輸入

品が容易に入手できイギリス商人との長期の関

係があったことなどから，輸入品への依存が北

部よりず、っと高かった。こうした要因が全体と

12) Hi凶le& Luber [25] var.pages. Hindle [24] 

pp.64-65. Cooper [10] pp.279-280.Rose巾 erg

[58] pp.55-57.邦訳70-72頁。
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して，南部でメカニツクの地位を低め，また特

徴ある技術の発展をさまたげた問。

以上が総じて農村社会のほうにみられた特徴

であるが，これに較べると都市におけるメカニ

ツクは，はるかにもっとメカニック固有の存在

を示しながら成長した。とくに18世紀に入ると

都市が要求する技能の水準が高くなり，ヨーロ

ツパで技能をみがいた職人を歓迎する雰囲気が

強まって，それにこたえてメカニックの移民が

増えた。彼らがもちこんだ親方・職人・徒弟の

制度はヨーロツパのそれを踏襲したもので，と

りわげイギリスの1563年職人養成法 CStatute

of Artificers) における養成期間7年の規定，

1601年救貧法 CPoorLaw)における親に養育能

力がない子供を地方政府が拘束して養成する責

任の規定，それに諸ギルドにあった職人賃金の

規制，新参者の資格制限なども導入されたが，

そうした規制は当初から実効が薄く， 1730， 40 

年代ころまでにはほとんど機能しなくなる凶。

それにかわってアメリカ特有のメカニックを輩

出するしくみが形成されてくる。

都市に普通にみられるようになった手工業の

現場というのは，自宅1階の仕事場 C2階で生

活)またはごく小さな別の仕事場(job，small 

shop)で独立の親方 Cmastercraftsman)が営

むものである。彼らは自分の道具をもち，原料

を買い，製品を設計し，徒弟を指導し，職人を

監督し，手間賃を計算し，商品を売る。徒弟に

たいしては衣食住からしつけ・教育までの責任

をもつが，その数はじ 2名程度と少なしし

ばしば自分の息子だけであった。ヨーロッパ的

伝統が機能しえた場合には，徒弟の親が幾分か

の手数料を親方に支払った。職人も親方の家に

同居し親方の家庭に宝活蚕般を委ねるのがふつ

うであるが，職人は高くつくので一人もいない

ことが少なくなかった。生産は注文を受けて注

文主か商人に売るものがほとんどで，親方たち

13) Bridenbaugh [3J PPふ18.29-3l.Perkins [43J 
p.120. Rorabaugh [56J p.9. 
14) Bridenbaugh [3J p.144. Rorabaugh [56J p.4 

はボストンなど一部にひろがっていた見込み生

産→競売 Cauction system)をいやがる傾向が

あった。注文生産といっても，商人から原材料

の前貸しを受け遠隔地市場(西インド諸島など)

向けに作るような職種やケースは限られてお

り，親方みずからがしばしばその注文をみつけ

るために大きな精力を費やした。よく知られて

いるようにアメリカでは早くから新聞などに商

品広告(や求人広告)を載せる習慣がひろがっ

た。売買は現金でない掛け売り，掛け買いのウ

ェイトがきわめて大きししかもその支払いは

数年先というほど長期化するものが少なくなか

ったω。

このようにアメリカの親方メカニックは，経

営にかんする全面的な責任と活動を担う傾向が

強かった。しかも彼らを保護するはずの社会的

な諸規制は機能しない。ヨーロッパから渡来し

たメカニックたちはしばしば自発的にギルドの

結成を試みたが，成果は限られていた。 1724年

フィラデルフィアの大工組合 CCarpenter's

Company)一一10人の家具工が集まり職人の報

酬基準などを定めた を晴矢として， 1740年

代まで各地に作られた組合は，料金や雇用にか

んする協定を主要な活動内容にしていた。だが

そのような組織は1750年代までに一旦，衰えて

多くが姿を消す。そして1760年代から新たなう

ねりをもって続出する同業者の協会 CCom-

pany，Societyと称するものが多い)は，多くがア

メリカ的な独自の質を強めながら独立革命を経

過することになるのである16)。

15) Bridenbaugh [3J pp.126-127， 147-148， 153-154.も
ちろん乙こに書いた仕事場より大規模な作業場も

あり， Lynd & Y oung [32J p.218には植民地時代
のニューヨークで16人の職人・徒弟を擁した印刷
業者， 23人を雇っている大工親方の例が書かれて
いる。また造船所や製綱所は5人から25人が通常の
規模だったとされ，蒸留酒・ビール・蝋燭製造業

などもかなりの協業がおこなわれたという推定が

ある。しかし全体としてアメリカでは親方メカニ

ックの仕事場の規模が小さく分散していたのが特

徴だ、ったとされている。

16) Bridenbaugh [3J pp.144-145. 
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第 1表 アメリカ植民地の工業と工業製品

食品および食品関連 (Foodand related products) 

小麦製粉 (wheatflour) 
タノTコ (tobaccoproducts) 
畜類製品 (animalproducts) 

製肉 (meatpacking)

製革(leathergoods) 

製靴 (shoes)

鯨製品 (whaleproducts) 

灯油(lightingoil) 

蟻燭 (candles)

発酵・蒸留飲料 (f巴rmenteand distilled beverages) 

製糖 (refinedsugar) 

その他加工食品 (otherfood products) 

繊維および繊維製品 (Textilesand textiles products) 

羊毛 (woolentextiles) 

木綿 (cottontextiles) 

亜麻 (linengoods) 

その他繊維 (othertexti1e goods) 
木材製品および木工品 (Forestproducts) 

製材 (sawmi1lproducts) 

製樽，製箱 (casksand other wood巴ncontainers) 

帆柱，円材，その他の船舶用木材 (masts，spars，andother ship timbers) 

ピッチ，タール，テレビン (pitch，tar，andturpentine) 

家具 (furnitur巴)

その他の木工品 (otherforest products) 

製紙および印刷 (Paperand printed materials) 

製紙 (paper)

新聞およびその他定期刊行物 (newspapersand other periodicals) 

出版 (books)

その他製紙品 (oth巴rpaper products) 

化学関連製品 (Chemicalsand allied substances) 

工業用化学製品 (industrialchemicals) 

生活用化学製品 (consumerchemicals) 

製塩 (salt)

その他化学製品 (otherchemical products) 

石，土，ガラス製品 (stone，clay，andglass products) 

建築資材 (constructionmaterials) 

家庭用品 (domesticutensils) 

その他の石，土，ガラス製品 (otherstone，clay，and glass products) 

金属 (Metals)

貴金属 (pr巴ciousmetals) 

鉄および銅製品 (ironand steel products) 

その他金属製品 (othermetal products) 

機器および道具 (Equipmentand apparatus) 

農業および非農業機器 (machinery，agriculturaland nonagricultural) 

道具 (tools)
銃器 (guns)

水上輸送手段 (waterbornev巴ssels)

陸上輸送手段(landvehicles) 
その他設備 (otherequipment) 

[出所]McCusk巴r& Menard [35Jpp沼 8-329.

45-2 
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先に述べたようにイギリスから持ち込まれた

徒弟期間は 7年とされていたが，それが守られ

ず4年程度まで短縮されることもしばしばだ、っ

た。 18世紀初頭にはニューヨークはじめいくつ

かの植民地議会が徒弟期間を守る決議を採択し

ているが，効果はまったく限られていた。職人

になった者は原則として親方にたいして自由だ

ったから，全般的な職人不足を背景にすぐ自立

して仕事をする若者も少なくなく，アメリカの

職人の質の低さが農村部と同じように都市でも

話題になった。徒弟制度の規制力の弱さは，ふ

つう14才から始まった徒弟の行動にも影響し

た。イギリスで徒弟がもし親方のもとから逃げ

だしたら他所で職人になることがふつう不可能

だ、ったときに，アメリカでは逃亡した徒弟が，

他の植民地や都市に移って腕をみがくことが十

分にありえた。よく号|き合いにだされる例であ

るが，ボストンで印刷と新開発行の徒弟に入っ

たベンジャミン・フランクリンは17才のとき，

まだ4年の徒弟期間を残しながら逃げだ、してニ

ューヨークにいき，さらにフィラデノレフィアに

移って印刷職人として受け入れられて，やがて

指導的メカニックとなるのである。出奔こそが

フランクリンに成功の道をひらいた。独立革命

後に書かれ55版を重ねたフランクリンの伝記

が，後代の徒弟の出奔をはげます力になったこ

とは疑いえない17)。

独立革命前夜までに，さまざまの出自をもっ

メカニクスの数は格段に増え，職業の種類が多

様化し，メカニクス内部での階層や都市によっ

て手工業のウェイトの違いが目立つようになっ

てくる。それらの傾向が19世紀に引き継がれて

いくのである。節を変えてそのことを検討する

に先立ち，植民地時代のメカニック職のイメー

ジを得る一助として植民地最終段階までに出揃

ってきた手工業部門を総覧しておこう(第 l

表)。もちろんこの部門区分や名称は今日の産業

17) Bridenbaugh [3J p.134， Rorabaugh [56J p.5， 
p.15. Hindle & Luber [25J p.29. 

分類からのものであって，当時にあったもので

はない。また部門ごとの生産額や雇用にかんす

る数字は得られない。

3. メカニクスの階層性およびメカニクス団体

の性格

1700年ころ，アメリカ植民地最大の都市ボス

トンの人口は約7000人，それに次ぐニューヨー

クの人口が5000人程度だったと推定されてい

る。50年後の1750年，ボストンの人口は1万6000

人まで増加し，次いでニューヨークとフィラデ

ルフィアが1万3000人と並んだ。しかしここで

2， 3位だった2都市のその後50年の人口成長

はめざましく， 1800年にはフィラデルフィアが

6万2000人で合衆国の首位に立ち，ニューヨー

クが6万1000人で2位につけ，ボストンはボル

ティモア(2万7000人)にも抜かれて4位(2 

万5000人)に落ちるl九この18世紀後半の，とく

に海外通商と沿岸貿易が躍進した都市の急速な

成長のなかで，商人や法律家を主体とする上

流=富裕階層の存在と，貧しい移民や日雇い，

奉公人，水夫など下層=貧困層の多数の存在が，

以前よりはるかに目立つようになってくる。

これら都市の有業人口のなかでメカニクスが

どの程度の比重を占めていたかを推算した研究

がいくつかあるが，いずれも厳密なものではな

い。 C.Bridenbaughの推定では独立革命期のボ

ストン，ニューポート，ニューヨーク市，フィ

ラデノレフィアの有業人口のじつに 3分の 2がメ

カニクスに属するということになっている。 C.

F.Kaestleは1796年のニューヨーク市名鑑

(New York Directory)を用いて52.6%がメ

カニクス(アーチザン)だ、ったとし， 1815年の

岡市名鑑を用いたS.Wilentzはおおまかに有業

人口の 5分の 2から半分程度と推定している。

H.B.Rock は1819年の岡市の陪審員名簿をもと

18) Nash [38J p.117. 
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第2表 ニューヨーク市メカニクスの職業分類 (1805-1806年， 3886人)

建設 (ConstructionCrafts) 

大工 (Carpeまlters) 370人

石工 (Maison) 149 

塗装工 (Painters) 87 

製材工 (Sawyers) 36 

石切工 (StoneCutters) 36 

ガラス工 (Glaziers) 24 

馬車製造 (Coachmakers) 18 

車大工 (Whe巴lwright) 15 

波止場建造 (Dock-builders) 6 

くぎ工 (Nail巴rs) 4 

食品，タバコ (Foodsand Tabacco) 

製肉 (Butchers) 124 

製パン (Bak巴rs) 97 

タバコ製造 (Taba∞onists) 34 

蒸留酒製造 (Distillers) 13 
ビール製造 (Brewrers) 19 

葉巻タバコ製造 (Sigarmakers) 13 

製粉 (Millwrights) 7 

精糖 (Sugar-refiners) 13 

時計，貴金属細工

時計製造 (Watchmakers) 30 

金銀細工 (Goldand Silversmith) 27 

宝石細工(Jewelers) 16 

衣料 (ClothingCrafお)

洋服仕立 (Tailors) 195 

外套仕立 (Mantuamakers) 59 

髪結い (Heirdressers) 56 

針子 (Seamstresses) 31 
染屋 (Dyers) 8 

糊付け (Starchmakers) 4 

家具 (Furniture)

椅子，戸棚 (Chairand Cabinet-Makers) 75 

木彫り，箔置き (Carversand Gilders) 15 
いす張り (Upholsters) 23 

簡易起重装置 (Whipmakeres) 4 

くし製造 (Combmakers)

ブラシ製造 (Brushmakers) 7 

くし製造 (Combmakers) 6 

木箱・おけ類 (ContainerCrafts) 

樽製造 (Coopers) 101人

皮革加工 (LeatherCrafts) 

革なめし・仕上げ (Tannersand Curriers) 

24 
製靴 (Shoemakers) 291 

馬具製造 (Saddlers) 27 

馬の引き具製造 (Harnessmakers) 8 

モロッコ革製造 (MoroccoManufacturers) 8 

皮革加工 (Skinners) 8 

金属加工 (ForgingCrafts) 

鉄鍛治工(Blacksmith)

真鍛鋳物工 (Brass】founders)

スズ細工 (Tinners)

銅鍛治工 (Coppersmiths)

運送 (Transportation)

荷馬車運搬 (Cartmen)
運搬 (Porters)

造船 (ShipbuildingCrafts) 

船大工 (Shipwrights)

蟻装工 (Riggers)

製帆 (Sailmakers)

製縄 (Ropemakers)

コーキン工 (Caulkers)

滑車製造(Block-makers)

印刷，製紙 (Printingand Paper) 
印刷工 (Printers)

製本工 (Bookbinders)

製版工 (Engravers)

煮沸 (BoilingCrafts) 

獣i由蝋燭製造 (TaUowChandlers) 

[出所]Rock[50Jp_13 
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に50-60%をメカニクスと計測した19)。これら

の推計にさいしてメカニクスの範囲は研究者に

よって一様でない。またたとえばこれらの計測

に含まれる親方メカニクスのうちには，後述の

ように自分で作業することをやめてコントラク

ター，マネージャー，商人に転じている者も少

なからずいるはずだという指摘もある20)。それ

やこれやで，数値そのものをあまり尊重するこ

とができないが，しかしメカニクスと呼ばれる

職にある人々がそうした都市の最大人口だ、った

ことは，これらから明らかである。

18-19世紀交の都市メカニクスの職種の分布

にかんしてはH.B.Rockが1805-1806年のニュ

ーヨーク市名鑑の職業総覧 (General Trade 

Directory)を参照して作表したものがある(第

2表)。表に抽出されている3886人のメカニクス

のうち荷馬車運搬業1200人は，市当局から営業

権を与えられた全員の数字である(彼らをメカ

ニクスに加えない研究者も多い)。その他の職の

人数は岡市メカニクス総数の 5分の 2程度に

あたるとRockは推定しているが，示された括弧

内数値はあくまで分布をうかがうための概数で

それほど正確なものでない。

第1表と較べるとわかるように，第2表の職

種には当時むしろ農村部に多くの作業場があっ

た製材，製粉，毛織物，農具製造，初期的化学

製品の分野が欠けているか，ごくわずかしか載

っていない。またふつう都市の外に立地し地域

の特定性が濃い製鉄の関連職種を欠く。その意

味でこれは代表的な海港都市におけるメカニク

スの分布状況としてみるべきものである。しか

し大商業都市にふさわしく，メカニクスの種類

が多彩かつ層が厚いことでフィラデルブイアと

ニューヨークは他都市の追随をゆるさなかっ

た。 18世紀後半からとくに北部，中部の内陸部

にはそれぞれ個性をもった工業都市が勃興して

19) BridenbaughについてはLynd& Y oung [32J P 

218から，その他の推計についてWilentz[66Jp.27 
のnote13.による。
20) Blumin [2J p.315. 

きており，たとえばフィラデルフィアからやや

内陸に入ったジャーマンタウンは工業全般を擁

してはいるが織物とくに靴下製造で有名になっ

ただけにメカニクスの分布調査でも「靴下織り

工J(stocking weaver) という項目に多数が集
まっている。やはりフィラデノレフィアに近いラ

ンカスターも各種工業をもつがとくに毛織物，

亜麻織物，小火器などの職人をひきつけた。マ

サチューセッツのリンやニュージャージーのニ

ューアークは全国の靴生産の中心地になってき

た町であり，靴職人の比重が非常に高い。この

ように町や地域によって職種のウェイトに違い

はあるが，当時は多くの都市でまだ特定製品へ

の特化はそれほど進んでおらず，職種構成その

ものは第2表に示したものを小型にした程度だ

ったと思われる21)。

ニューヨークやフィラデルフィアがこれだけ

層の厚いメカニクスを擁するようになったこと

はまた，彼らのなかに経済的な富裕度や社会的

なステータスの違いがひろがってきていたこと

を含んでいる。たとえば職種でいうと，銀細工

(silversmith)を筆頭に印刷，家具製造や住宅

建築，ビール醸造，革なめし，製ノfン，精糖な

どの分野の熟練メカニックの地位が高く，他方，

洋服仕立や織工，製靴工，樽製造工らはメカニ

クス職の中で総じて低い地位にあった22)。その

地位の高低に仕事のきっさや汚さがある程度は

対応しているがそれだけによるのではない。都

市における市民としての権利からいうと，たと

えばニューヨーク州憲法(1777年)は土地所有

(freehold)の規模と借地・借家を基準に政治へ

の投票権を 3ランクに区別して与え，どのラン

クにも入らない者には投票権を認めなかった。

この規定を基準にして1790年のニューヨーク市

についておこなった研究によると，白人の成年

男子5人中3人程度が投票権をもっ。だがその

21) Perkins [43J pp.117-119. Faler [l1J p.149. table 
5における靴の町リン市の職業構成を参照。

22) Bridenbaugh [3J p.157. Rorabaugh [56J p.6. 
N ash [37J pp.62-63. 
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多くは州上院・下院の選挙権だけで，知事の選

挙権をもつのは5人中 1人程度である。市政へ

の参加では土地(=資産)をもたない第3ラン

クの者は選挙権を与えられなかった。このこと

をメカニクスの人口や構成に照らして推測する

と，作業場をもち職人を雇っている本物の親方

ならほとんどが第1ランクに格付けされ，その

ほか大多数のメカニクスは(小売商，運送屋な

どとともに)第3ランクに属するだろうという。

メカニクスの範障に入らないか最底辺にいるか

する不熟練の労働者は，沖仲仕，船員，奉公人

や新入の移民などとともに参政権を有しない，

ランク外の層である23)。

大都市に富裕な商人や官吏・法律家などが上

流階級としてひとつの階層を作る傾向は，アメ

リカでは市民の平等をかかげ独立をかちとった

あとにむしろ顕現した。独立後のいわば重商主

義アメリカの一面を示すものである。新憲法を

支持して自らをフェデラリスト(連邦派)と呼

んだ人々は，連邦政府強化のために商業に依拠

する富裕で有力な人々と政府との密接な関係が

必要と考える傾向を次第に強め，それゆえに上

流富裕層を支持基盤とするようになっていっ

た。その上流富裕層はしばしばデモクラシーの

過剰を憂慮し，親英的な言辞を弄し，そして陰

に陽に生産階級としてのメカニクスを自分たち

から区別しようとした。彼らは仕事の場所(オ

フィスや庖舗)を住居から離して設け，子供を

グラマー・スクールに通わせた。紺色のベスト，

ひだ飾りのついたシャツをつけて長髪の彼ら

23) Lynd & Y oung [32J pp.221-222. Schlereth [58J 

p泊.N ash [37J p.67. 

24) Blumin [2J p.330. Rock [51J p.368-371. Nash 

[38J pp.134-135. 

25) Pessen [44Jには都市富裕層にかんする数多い研

究論文への言及があるが，そのどれにもメカニツ

ク出身の最富裕者の実例はごく少ない。たとえば

J ackson Turner Mainによる1765年フィラデル
フィア最富裕層100家族の調査では半分以上が商

人で20%程度は法律家・医者などの専門職，そし
て10%未満がアーチザンか製造業者 (manufac-
turers)であった。P巴ssenじしんが1846年のフィラ

は，革エプロンと帽子姿のメカニクスとは見か

けがまったく違った。彼らは(第1節にのべた)

18世紀いらいのヨーロツパのメカニック蔑視を

さりげなく日常生活のなかで口にし，彼らだげ

の社交の場では公然とそれを話題にした2ω4叫)

それにたいするメカニクスの倶側』からの対応を

述べるのは簡単でなしい3、。最もそれに強く反応し

がちだ、つたのはメカニクスの上層の部分ででトあ

る。富裕なメカニツクたちは一方で，次第にき

つい生産に直接たずさわることから離れて管

理・監督や販売に活動の重点を移しながら上流

社会に仲間入りする志向をみせた。上流といっ

てもたとえば 119世紀初頭，資産10万ドノレ以上

をもっニューヨーク名家jといった名鑑にメカ

ニック出身者が載ることはほとんどなく，ここ

での上流とはむしろ後に中産階級と規定される

ようになったほどの人々の意味である2九 1815

年にかんするー調査では，ニューヨークの親方

メカニクスの約3分の lは商人たちがかなり排

他的に作っている住宅街の中に居をかまえてい

た。このころまでには半分以上の親方が住宅ま

たは仕事場を自分で所有するにいたっており，

一般の職人との資産の格差が歴然としていた。

職人が親方の家に同居する風習も全般に薄れて

きていた。複数の仕事場をもち数十人もの職人

を雇うような親方の自宅には，富裕な商人同様，

マホガニーの家具，金枠の鏡，銀製食器や陶器

などが揃えられた26)。ニューヨークにかぎらず

多くの都市ですでに職人から親方への上昇階梯

がいちじるしく狭まって，職種によってはかつ

デルフィア富裕層の記録 (1128人)から整理した

ものでは， 77%が商人， 11%が法律家・医者で，

製造業者が6%，メカニクスは1%である (ibid.，p・

996. note18)。しかし独立から1815年までのニュ

ーヨーク市の支配層を分析したE.Willisは，この

期間にかんしては， ["社会の上層への移動傾向が顕

著に生じた。市政 (publicoffice)を担う法律家

(attorneys)や商人のほとんど3分の2は，父親

がメカニクスか農民だった職業レベルの者で占め

られた」とする (ibid.，p.1014の本文および注45)。

26) Wilentz [66J ppお 36.
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ては大多数の職人が親方になる希望をもちえた

のにいまでは5人中 1人くらいしか見込みがな

いといった状況が生まれたようである。当然に

そこから，親方・職人間の車L離が前より頻繁に

なる。まだ持続的な運動にはならないが，不況

期の生活難などから職人がストライキをおこな

った記録が見られるようになる。こうした面で

いうとメカニクスの階層分化はかなり早くから

始まっていた幻)。

だが他方，当時の富裕商人を中心とする上流

階級からのメカニクス蔑視・差別化に強く反発

し，手工労働の価値をたたえ，また政治的な関

心から支配層に対立し平等を旗印にメカニクス

団体のリーダ一役を多く果たしたのも，全体に

上層のメカニクスだった。憲法制定にいたるま

での過程でメカニクス団体はおしなべてフェデ

ラリストを支持してきたが，それはメカニクス

としての独自の立場と理念からというより時の

政治指導層や商人資本に追随したd性格が強かっ

た。だがその後のメカニクス団体は次第に独自

性を強めるとともに， (都市によって早い遅いの

違いはあるが)ほとんどがリパブリカン(共和

派)支持に転ずる。リパブリカンはフェデラリ

ストに対抗し「平等の権利J(equal rights)を
求めて結成された党派であるげれども，彼らは

その平等の権利が実現される社会的な条件を自

営農民の増大と強化にみてハミルトン流の工業

振興策に反対したのであるから，その面からい

うとメカニックとりわけその上層の利益を直接

代弁したわけではない。にもかかわらず彼らが

何故いかにしてリパブやリカン支持に転じそれと

ともに政治性と独自性を強めたのかということ

は，その後の彼らの組織と運動の展開をアメリ

カ労働運動の源流としてみる構想とあわせて，

今日でもアメリカにおけるメカニック研究の中

心的な論題のひとつである。だがそれに深入り

することが本稿の目的ではないので，ここでは

次節の論旨に引き継ぐのにとくに必要なかぎり

27) Nash [38J p.132 

で，いわゆる前工業段階 (preindustrialAmer-

ica)におけるメカニクス団体のありょうを簡単

にみておきたい。

アメリカの独立革命期から19世紀初頭にかけ

て新たに高揚したメカニクス団体結成の動きに

は 2酉の契機があったと思われる。ひとつは

同職ギルド再建の意図である。フィラデルフィ

アでは1760年に靴職人Ccordwainers)がギルド

Ccraft guild)をつくり， 1771年に洋服仕立工

が統一価格を定めるための組織をつくったとい

う記録がある。岡市には1724年創設の有力な大

工たちの団体 (Carpenters'Company)が存続し

て市内の親方メカニクスの 4分の 1を組織して

おり，建築費の基準づくりや顧客との一元的な

折衝に携わってきていたが，革命期以降いっそ

う会員資格を厳格に(親方組織率は6分の lに)

するとともに，詳細な大工手間賃を定めた冊子

を発行するようになった。この団体は19世紀に

入っても維持されるが，その排他性に反発した

他の大工たちはやがて(1811年)職人一般にま

でひらかれた別の同業者組織(PracticalHouse 

Carpenters Society)を結成することになる加。

ボストンでは， 1794年に各職種のメカニックた

ちが集まり共同で州議会に「徒弟制のよりよき

規制Jを求めて請願をおこなったが成功せず，
それを契機にして翌年，自らの協会Massa-

chusets Charitable Mechanic Associationを結

成した。鍛冶屋，れんが工，桶工，製靴工，洋

服仕立工，印刷工などなど82人が発起人となり，

有名な金細工師ポール・リビアを初代会長に選

んだ。彼らが定めた憲章によるとこの組織は「メ

カニクスと製造業者」とからなり，会員メカニ

クスは徒弟を有する勺nasterworkmen"に限定

される。当初，協会の第1の関心事は徒弟制の

再建であって，徒弟期間を順守して21才になっ

た者に協会が証明書を発行し会員はその者を優

先雇用すること，現在，親方について修行して

いる者を他の親方が雇つてはならないこと，な

28) N ash [37J p.80. Coop巴r[10 J pp.291-292. 
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どが取り決められた。同協会はこのような規則

をもったまま19世紀前半にも活動を続けるので

あるが，実のところ活動の重点は次第に変わっ

て徒弟制をとりあげることはほとんどなくなっ

ていった29)。

今日の実証研究で上のように明確なギルド再

建の意図で結成された団体にかんする論稿をみ

る機会は少ないが，それはかなり研究者の研究

目的にもよっているだろう。かりに互助，錬磨，

親睦などをかかげて同業者の団体が結成された

場合でも，また次にのべるように政治性を強め

て政治勢力の一翼を担うようになった場合で

も，やはり多くに同業者の利益団体としての性

格が伴っていたはずである。

メカニクス団体結成の契機のもうひとつの側

面は，革命期の動乱からその後の国づくりの沸

きたつ社会環境のなかで，メカニックたちが自

発的に集まり自分の要求や希望を口にするよう

になったことである。そのような団体結成の端

緒をみるさいに，われわれは次のようなアメリ

カ社会の風潮を念頭におくべきであろう。それ

は植民地の時代からーーーとくにニューイングラ

ンドと中部の都市においてそうであるが 正

規の行政組織と別に，都市住民が自発的にさま

ざまな集団 (voluntarygroup)をくんで活動す

る傾向が非常に強かったということである。慈

善協会 (charitablesociety)や住民消防隊 (fire

company)などは18世紀初頭からどの都市にも

みられたし，それにあまりおくれず，向上心に

もえるメカニックたちが交流と相互援助のため

につくった団体が各所に出現した。ベンジャミ

ン・フランクリンが1720年代にフィラデルフィ

アにつくった職人の結社などもそのひとつとい

える。街頭での政治活動，請願運動，党派の派

手な地域大会などは，独立革命のず、っと以前か

らアメリカの都市で珍しくない出来事になって

いた。 1830年代にアメリカを旅行したトクヴィ

ルは「世界中でアメリカは団体を最もよく利用

29) Quinby [49J Pp.7-9. 

している国である。…共同体，都市，郡の名の

下に法律によって創設されている諸国体とは別

に，その出生とその発展とを個人的意志にのみ

負うている多数の団体がある」ことに注目した

が，それはまさしく植民地時代からアメリカ社

会の伝統だ、ったのである。独立革命以降の社会

的気分の高揚期に各地のメカニクスが相次いで

団体を結成したのも，そうした風潮から生まれ

たごく自然な成り行きだ、ったといえよう。団体

結成の意欲の高まりはメカニクスにかぎらなか

った。ボストン市の記録によれば， 1760年に15

の自発的団体が数えられたが1800年にその数は

78団体に達したという 30)。

ニューヨーク市の場合， 1760年代のイギリス

本国からの支配強化に抗する全植民地的な運動

の高まりのなかで結社「自由の息子J(Sons of 
Liberty)が反英運動のリーダーシツプをとった

が，この組織のなかでメカニクスは最多数を占

め実際活動の中核を担いながら，その指導を革

新的な商人や法律家に委ねて前面にでなかっ

た。 1773年の茶条例にたいする植民地人の憤激

が各地で暴動の気配さえ生んだとき，メカニク

スははじめて(1774年)独自にメカニクス全体委

員会 (GeneralCommittee of Mechanics) を

結成する(同委員会と「自由の息子」とのつな

がりについては研究者によって見解が分かれ

る)。この委員会は最初から個々人の平等権を主

張して商人主導の組織よりもラジカルな性格を

示した。革命戦争中はニューヨークがイギリス

占領下に入ったため大きな活動ができなかった

が， 1783年独立達成で州、比市の行政の再聞にと

もない，メカニクス委員会ははじめて彼ら自身

で候補者名簿をつくり(しかしその名簿に記載

された候補者はなおほとんど商人と法律家であ

る)，また州議会に多くの覚書を送って行政にか

んする主張をおこなった。彼らの主張には州債

務の支払方法，連邦政府の強化，保護関税，公

30) N ash [37J p.134. pp.139-140. Tocqueville [64J 
第 2巻第4章第1節。
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教育等々にかんするものが含まれていた。これ

らのうち「強い連邦政府」の主張は商人層と共

通するが，保護関税の要求はむしろ商人層が反

対したものである。その後のメカニクス団体の

活動は必ずしも上の全体委員会が中心になった

のではないようで，むしろ中核的役割を務める

新委員会が折々にできているが， 1790年代に入

るまではいずれもフェデラリスト支持で商人団

体(MerchantsCommittee)と共同歩調をとっ

たといってよい。それが90年代半ばから独自に

レパブゃリカン支持に転換していくのである。そ

の聞のいきさつは政治，経済，国際問題(とく

にフランス革命の影響)などの要因が合わさっ

て単純でなく，見解の違いを含む複数の研究が

あるが，本稿ではそれにたちいらない31)。

革命と建国の社会的高揚期に各地のメカニク

ス団体の活動は多かれ少なかれ政治への関与を

{半ったが，その 2大センターとなって活動を持

続させたのはニューヨークとフィラデルフィア

である。ほかは一時的に政治にちかづいても，

彼らを駆り立てた何かの事態が過ぎると急速に

関心を失うというのがふつうだ、ったようであ

る。彼らが自分の代弁者として議会に送り込ん

だのは依然として商人や法律家であって，メカ

ニックはめったにみかけなかった。

しかしそのような行政への直接関与とは別の

次元で，独立革命いらい新たに結成されはじめ

たメカニクス団体に建国の担い手としての自覚

や誇りがこめられたこと，そこから結果として

政治への影響力を発揮したことに留意しなけれ

ばならない。メカニックはいわばはじめて自分

たちが社会にとって不可欠の重要な存在である

ことを大っぴらに口にし，富ではない「技能J

31) Lynd & Young [32J， Rock [50J， Wilentz [66Jo 
なおフィラデルフィアでも1770年にMechanics
Committeeが結成されて政治活動をおこなうが
これについてはNash[37J p.62以下およびO!ton
[ 42J。他の都市におけるメカニクスのフェデラリ

ストからリパブリカン支持への展開にかんする諸

研究のなかでは，おそらくFa!巴r[llJが最も有益
である。

に生存の支えをみようとし，また民主的な組織

運営というものを体験したのである 3九経済史

としてはむしろこの面のほうが重要かもしれな

い。というのは， 18世紀末以降の職人たちの政

治への目覚めや急進主義の台頭はヨーロッパに

も同様に生じたことであり，フランス，イギリ

スをはじめとしてジャコノマン・アーチザ、ンの団

体やトレード・ユニオンがつくられたのは周知

のところであるが，アメリカのメカニクス団体

を特徴づけるのは彼らが急進主義をおしすすめ

て先鋭化するのでなく職人団体としての層と範

囲を大きくしていったことのほうに，よりある

だろうからである。

ニューヨークでは，上述のようにメカニクス

団体が政治活動を強めていったのと並行して，

1785年パ当初は1774年メカニクス全体委員会を

再建するというふれこみで)別のメカニクス協

会 (General Society of Mechanics and 

Trademen)が結成された。 31の職種からなる代

表が集まった。協会は政治への関与を否定はし

ないが重点をそこにおかないことを意識してお

り，いず、れかの党派への偏りをおさえるため会

長と副会長を必ず異なる党派支持者(つまりフ

ェデラリストとリパブPリカン)からだすことに

した。その他の役員は無記名投票で選ばれた。

会費が平等に徴収され，その資金は社会保障，

会員とその子供の教育，交流などにあてられる

ものとされた。またこの資金で会員証をつくっ

て発行したが，それの図柄が協会の目的と性格

を示して象徴的である。まず証書全体の中央上

部にたくましい右腕がハンマーを振り上げてい

る図が描かれ，その図をかこんで「すべての技

能はハンマーと腕によってJ(By Hammer and-

Hand All Arts Do Stand) という標語が書か

れている。その下に協会名や会員番号，会員で

あることを証明する文が書かれ，これらを円枠

で囲んだ、外側の左上部には，インディアンと二

人の女性(一人は蜜蜂の巣をもっている)，左下

32) Rock [52J pp.1l-13 
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部には農夫が土地をたがやし製粉所をつくって

いるさまが，右上部にはメカニックの夫を失っ

て途方にくれている寡婦に協会の使者が援助を

もってきた様子が描かれている。残る余白はメ

カニックたちがそれぞれの仕事場で働いている

図である。

これが彼らの描いた新しいアメリカ社会なの

だった。彼らは集会や儀式で労働の徳を唱える

ことを好んだ。会員として認められるのは技能

と意欲が保証された者だけであったから，親方

メカニクスがほとんどだった。しかしf皮らは自

らの労働を重視し自分の技能の秘訣をひろく公

開し伝授することでメカニクス社会の先頭に立

ちまたこの社会に君臨したのであって，メカニ

クス社会から離れて 「上昇j したのでない。

このメカニクス協会の活動は1801年から1810年

ころまでが最盛期で，会員数は600~700人ほど

だ、ったとされる。その後，協会としては活動が

衰退したが，同じころから業種別につくられて

いった多くの同業者組織がこの先例に影響をう

けたことは疑いえない。また1820年には同協会

から派生するかたちで徒弟=若者の技能訓練を

目的とした“Mechanics' School"と“Appren-

tices'Library"が設けられた。1822年には協会会

員が化学者，慈善家などと組んでニューヨーク

技術・科学協会 (New Y ork Mechanical and 

Scientific Institution)が創設されたお)。

これらの系譜から区別される， (親方主導でな

しに)一般職人主体の団体の系譜をたどること

も不可能で、はないがそう容易でないのが，少な

くともこの時期についての実情である。先にも

のべたように，親方に対抗する職人の動きは

1830年代ころまでなかなか持続性をもちえなか

った。それでも，ニューヨークで1794年に数人

の印刷職工がつくったFranklin Typographi-

cal Societyを轄矢とし， 1820年代までに家具

工，椅子工，造船工，製靴工，樽工，大工，洋

服仕立工，帽子工，石工などの聞に職人団体が

33) Rock [51J pp.129-131 

できたようである。多くは小規模なものだが，

中で製靴工団体が一時期ニューヨーク職人の約

半分を組織し運動面でも特筆される。彼らは賃

金の問題と外部からの不当な雇用の問題をとり

あげてストライキをおこなったことさえあり

(1808年)，親方たちとの利害対立を明確に意識

した運動がときにみられた。ほかの職種の場合

は多くが働く者の友愛と調和をかかげて親方と

の対立には立ち入らなかった。 1833年にはニュ

ーヨークにおける 9職種の職人・労働者が集ま

ってはじめて合同トレード・ユニオン (General

Trades'Union)を結成したが，そのとき彼らが

つくった宣伝ポスターには，かつてのメカニク

ス協会会員証の図柄，たくましい腕とハンマー

の絵が借用されていた3ヘ

4. rアイデアマン揃いのヤンキー J-一一Inge-
nious Yankees 

植民地時代いらい，アメリカの職人養成の規

制力が弱かったのと市場の成熟性が低かったこ

とからして，ヨーロッパ水準にくらべてメカニ

ツクの個別的な技能水準が低いことは長年の定

評だった。今日の技術史研究のなかでも， 1800 

年ころまでのアメリカの個々の工業技術にとく

に傑出したものはなしこの国の先端技術はほ

とんどみなヨーロツパからの導入技術だ、ったと

するのが定説といってよい。ところがその50年

後，周知のように1851年のロンドン， 1853年の

ニューヨークにおける万国博覧会において，ア

メリカから出品された製品の数々がイギリス人

を驚嘆させ，イギリス人専門家のアメリカ訪問

調査と「アメリカ型生産システムJという呼び
名を招来した。ロンドンに滞在していたマルク

スがエンゲルスに宛てて「イギリス人は，産業

博覧会ではアメリカ人が栄冠を獲得してあらゆ

る点で自分たちを打ち負かした，ということを

34) Rock [51J p.130-143. Wilentz [66J pp.38-42. 56 
一57.97-99.219
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認めていますJ(1851年10月13日付)と書いたの
は客観的にみてややオーバーだとしても，この

頃を境にアメリカがヨーロッパにひけをとらな

い技術先進国と目されるようになっていったこ

と，イギリスに工場を建設したりイギリスの工

場でアメリカ製品を製造するアメリカ企業家が

育ち始めたことは，疑いのない事実である。こ

の50年の聞に何がおこったのだろうか。

一般に従来の経済史研究は，その聞いにたい

する答えをあたえていない。聞いじしんを発し

ていないといったほうがよい。通常， 19世紀前

半のアメリカの工業化はニューイングランドの

綿紡績工業を中核としてはじまり発展しそれを

中部・中西部の鉄工業が引き継いだという構図

によって研究がすすめられており，それ以外の

工業部門が立ち入った研究対象になることはめ

ったになかった。 19世紀全般のアメリカ工業の

中核が綿工業にあったことは，たしかに一面に

おいてそのとおりである。近代的な機械制工場

はアメリカで1820，30年代までに綿工業におい

て確立し，綿工業は生産高においても19世紀前

半の全工業部門の首位にたった。それに次いで

大規模経営を実現したのが鉄工業である。しか

し産業技術の面からいえば，この時代の綿工業

と鉄工業の主要技術はヨーロッパから導入され

たものにほかならず，そこに最もよくアメリカ

的な技術発達の特質がみられるというものでは

ないお)。だから綿工業と鉄工業の発展を追って

きた研究史には，上の問題を吟味する契機が事

実上なかったのである。

A.D.チャンドラーJr.が1977年に書き今日

アメリカ経営史の最も重要な文献になっている

『経営者の時代j(原題TheVisible Hand)は，

発刊当初から，アメリカ企業経営の歴史に技術

の役割を正当かつ体系的に説いたとして産業技

術史の研究者たちからも高い評価があたえられ

35)アメリカン・システムとして注目された諸技術が
その当時イギリスでどういう状態だったかについ

ては Musson[36J， Rolt [55]. Ferguson [14]. 
Fisher [15J. 

たのであるが3ヘ同書において前工場時代の伝

統的企業が近代的工場を生み機械制生産に転じ

た次第の記述には，三つの論点があるように読

みとれる。第 1に i1840年代以前に，工場がか

なりの数で出現したのは，ただ織物工業におい

てだけであった。」綿工業は19世紀前半にひとり

抜きんでて大規模工場を生んだが，そこにみら

れる産業技術のアメリカ的特性という面では，

チャンドラーはイギ、リスよりも早く各生産工程

のー工場内への統合がすすんだ(その要請にし

たがいある程度アメリカ的特性をもっ技術進歩

があった)ことを指摘するにとどまる。第2に

「マサチュセッツ州のスプリングフィーノレドに

設けられた合衆国陸軍の兵器廠…は，数十年に

わたり全国最大の金属加工施設であった。同兵

器廠は…統合された織物工場よりもはるかに

重要な，近代工場の原型となった。J兵器廠をア
メリカ型生産システムの源流にどう位置づける

かという問題は，後述するように産業技術史家

の聞の論争点のひとつなのであるが，チャンド

ラーはここでの管理機構の編成，統制方法の革

新がアメリカ型システムの発展に呼応してすす

んだことを重視するのである。第3に， i合衆国
においては，イギ、リスやヨーロツパ大陸以上に，

前貸し制よりも機械が，遠隔地市場向けの財貨

を生産するのに用いられた。機械のうちの若干

はイギリス製であったが，その多くはアメリカ

人，とくにニューイングランドの人びとによっ

て開発されたものであった。Ji機械の使用がい
ち早く始まったのは，農林産物の加工業におい

てであった。」チャンドラーはこれに続けて，製

粉，製材，農具，帽子や靴の木型，時計等々の

製造技術の展開をあげ，その過程でアメリカ的

な技術特性と目される互換性部品の製作と組立

てが育ちひろがったことをのべている37)。

これらのことをのべるにさいしてチャンドラ

ーはまだ， 1970年代から興った産業技術史の本

36) Porter [48J p.14， 20-21. 
37) Chandler [7J 第1はp.51(邦訳95頁)，第2は
p72(128頁)，第3はp.55(101頁)。
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格的な研究の成果をあまり摂取してはいない。

またここで「アメリカ型生産システム」の起源

を説こうとしているわけでなく，主眼は近代的

な工場管理の源流をたどることなのである。し

かし上の三つの論点からアメリカ型生産システ

ムの起源を(彼の別の論文をも参照しながら)

読みとるなら，次のようになると思われる。ア

メリカ的な生産を特徴づける大量生産への志向

という面では，それは織物工場や鉄工場，石油

精製などでも進展したが，しかし互換性部品の

製造と組立てによって標準製品の大量生産を実

現した(およびそれと密接に関連して生産過程

において「人間の動作を計画し管理することへ

の綿密な配慮」の手法を開発した)ことこそア

メリカ型生産システムの核心だという意味から

すると(チャンドラーはアメリカン・システム

をそのように規定している)，上の第3で木材加

工を中心に育ちひろがった機械化→互換性部品

の製造=組立の成果を，第2の兵器廠(木材加

工と金属加工の併用)が吸収して工場全体の組

織革新(生産の体系化と統制)を達成し，それ

が19世紀中期以降，金属加工産業をはじめ産業

全体に波及していったのが，主要な道筋だとい

うことになる38)。たしかに万国博覧会でイギリ

ス人を剖目せしめたのは，なによりこの道筋で

の成果だ、った。

本稿はこの，アメリカ型生産システムの起源

にかかわるメカニックの役割を強く意識してい

る。 19世紀前半のアメリカの工業化は綿工業を

はじめ少数の産業で近代的な大工場を生んだ

が，工業で働く者の圧倒的な部分はそのような

大工場以外の仕事場にいた。工業生産の現場を

担ったのは「近代的なJ労働規律で管理される
多数の不熟練労働者集団であるよりも，むしろ

小規模作業所に散らばる職人と熟練労働者であ

るほうが多かった。 19世紀前半どころではなく

南北戦争以後の本格的，全面的な工業発展の時

代に入ってさえも，そうした職人と熟練労働者

38) Chandl巴r[7] pp.74-75 (邦訳l30-131頁)。およ

び [8JPP153-155 (邦訳162-166頁)。

の仕事場や労働習慣が社会にひろく存続したこ

と，また彼らが近代機械制工場のなかに包摂さ

れた場合にも工場内に伝統的な労働習慣を持ち

込み強固に維持したことを，今日の労働史研究

の成果が明らかにしている39)。労働史学は前工

業段階の労働の担い手=メカニックが工業化の

進展につれて簡単には「近代的なj雇用関係に

変化・分解しなかった(アメリカにおいてとり

わけその特性が長期にわたって存続した)こと

の意義を労働者の側から追究するのであるが，

本稿はどちらかといえば，何故それがアメリカ

で長期にわたって存続しえたのかという問題を

含めて，アメリカン・メカニックが「前工業段

階」にすでに帯びていた「近代的なJ性格が工
業化の進展のなかでも積極的な役割を保持した

面に照射しようとしている。

オーストリアからアメリカに移住し， 1837年

に『アメリカ人一一道徳的，社会的，政治的諸

関係』と題した2巻本を著した F.J.グランド

は，そこで「分業がすすみ狭く特定化された職

能の長い連鎖を持っている」イギ、リスとは違っ

て，アメリカの機械と製品には「メカニカルな

完成度が低いjことをのべながら，しかしアメ

リカン・メカニックの改良好きの本性がそれを

おぎなって余りあると書いた。「アメリカン・メ

カニックは彼の作業を，習ったのと同じように

はやらない。常に改良をほどこしている。新し

い，工夫をこらした(ingenious)仕方を考えだ

して，出来ぼえを高めたり価格を引きさげたり

している…。J

「アメリカ人は事務所にさえも発明心を持ちこ

む。…彼は模倣者なのではなく発明家なのであ

る。J40) 

39) Gutman [19]. Rodgers [52J pp.19-25. 

40) Quinby [49J pp.10-11. Fisher [15J p.199.アメ

リカン・システムで作られた商品はアイデアに満
ちてはいるが製品の造りがぞんざいで完成度が低

く，メカニックの仕事に「とりあえずJ，r便宜上」
という姿勢がみられるという評判は， 20世紀初頭

になってなおヨーロッパにあったという (Fer

guson [13J p.13)。



1995.6 アメリカ経済史におけるメカニツク 森 17 (135) 

書かれた記録がそれほど多いわけでないが，

ヨーロッパ人の日でアメリカ人を見たときその

発明・工夫の気質に印象づけられることが，早

くからあったようである。グランドと同じ1830

年代でいえば， 1833年アメリカの技術状況(と

くに運輸を中心に)の調査のためにフランス政

府から派遣されたミシェル・シュヴァリエ

CMichel Chevalier)は， Iマサチューセッツや

コネチカットでは機械や道具をひとつも発明し

たことのない労働者Oabourer>はいない。…彼

は生まれついてのメカニックなのである。」と書

いた41)0 1831， 2年にアメリカを訪問したトクヴ

イルは『アメリカの民主政治.1(1835年)のなか

で「アメリカではヨーロッパの発明は巧みに実

用化される。そしてヨーロッパの発明はそこで

は完成されたあと，驚嘆されるほどに国の必要

に応用される。そこでは人々は勤勉で、はあるが，

科学と産業とを研究しない。そこには優秀な労

働者たちはみつかるが，発明者たちは殆どいな

い。J42)と書く。トクヴィルの場合，アメリカ人

の才を工学技術的な意味での発明ではなくてヨ

ーロツパの発明品を自国に応用する才として表

現していることが注目されよう。このように解

釈は少しずつ異なるとはいえ，当時のヨーロツ

パの観察者が一様に，科学者や高度な技術者の

発明品でなく一般のメカニクスの絶えざる工夫

の気質に深く印象づけられたことが窺えるので

ある。

1840年代に入ると，アメリカ機械技術そのも

のの水準の高さや新しさにかんするヨーロツパ

人の賛辞が見受けられるようになる。 1841年，

英国下院で機械の輸入にかんする聴聞がおこな

われたとき，一人の参考人が次のようにのべた。

「最近，わが国で採用されている新発明品の最

大部分は輸入品です。…それは…機械の改良と

いうより全く新しい発明品で…，ある工程を外

国とくにアメリカに発した新しい機械で達成す

るとか，あるいは新しい様式でか，全体として

41) Fisher [15] p.23. 50. 
42) TocqueviIle [64]邦訳(下)266貰。

新しいアイデアに立った発明品なのです。」アメ

リカ技術の進歩がいちじるしい理由として彼

は，第1にアメリカの労働力不足が常に機械化

にたいする要請を生んでいること，第2にアメ

リカ人が既存の設備や既成の制度に拘束される

ことが少ないことをあげている43)。

だがその理由をあげるとなれば，機械化を担

ったメカニックの側からも説く必要があるだろ

う。何より留意しなければならないのは， Iアメ

リカでは労働節約的機械がしばしば腕利きの労

働者がもっと仕事ができるようにする手段とみ

なされ，一方イギリスでは労働節約的機械が手

仕事を奪う手段として，労働する人々の最良の

利益に反するものとしてみられた」刊と対照づ

けがなされるほどに，機械とメカニックの関係

に英米の違いがあったらしいことである。アメ

リカではジェファーソン以来の農業主義の観点

からする反工業=反機械の風潮はあったもの

の，手工労働者による反機械運動の記録はきわ

めて少ない。アメリカの新型機械と呼ばれ採用

されたものはまことに多様多彩で，多くはそれ

ほど高価でなくて入手しやすく，工場制への移

行を条件にしたとはいえず，現存する熟練を排

除するものとしても機能しなかった。また労働

の細分化=分業がすすんで個々のメカニックの

43) Fisher [I5J pp.48-49.ここにあげられた理由のひ
とつ，労働力不足という答は， 19世紀にアメリカ
工業の機械化がなぜかくも全面的で急速だ、ったの

かを経済学が問題にするとき最も頻繁に与えてき

たものである。とはいえそれを立ち入って検証し

た研究はそれほどなかったのであって， Habak-
kukの1962年の著作[20Jが鳴矢であるとともに今
日でもこれを抜く業績はないように思われる。

ついでながら，経済学は，なぜアメリカの機械化

が標準製品の大量生産という方向をたどったのか

という問いにたいしては，急速な人口成長と独立

自営農(中産階級)を主体にする市場の性格に大量

の標準製品が適合したという答をだしそうに思わ

れるが，これも必ずしも明言，検証されていない。

Harris [21Jが最良のひとつであるが，私見によ
ればこの問題では1948年のGi巴dionの労作 [17Jが
(経済学文献ではないが)出発点に置かれるべき

である。

44) Ferguson [13J p.10. またRodg巴rs[52J pp.67 -69 
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技能も特殊化していったイギリスにくらべて，

アメリカのメカニックはオールラウンドな伝統

的性格を維持していた。大工から出発し鋳型工

になったり製図工になったり機関士になったり

と転々したメカニックの例はめずらしくない。

つまり機械の専用化とメカニクスの万能性との

両方が当時のアメリカの特徴だ、った。そういう

諸々のことが全体として，メカニクスの機械歓

迎と発明好きの気風をうながしたのだと考えら

れる。

かくして「およそ機械で生産できないものは

ないJ45)とする自負が， 19世紀中葉のアメリカ

ン・メカニックの支配的イデオロギーとなった。

これはきわめてアメリカ的な特徴だといえよ

う。そういうアメリカ人を指して， ingenuity， 

initiative，enterprise，adaptabilityなどという語

で形容する傾向が，次第に生まれ浸透したよう

である。 "IngeniousY ankees"という通り言葉

を合意にそくしてとりあえず私は「アイデアマ

ン揃いのヤンキー」と訳しておくが，この表現

の最初の出所がどこであるのか，いつから成語

になったのかはいまのところ不明でFある 4610

1853年にアメリカを訪問したイギリス調査団が

作成した報告書のなかでも，たとえばジョー

ジ・ワリス (GeorgeWallis) は次のような文脈

で"ingenious"という表現を用いている。アメリ

カでは働く若者 (workingboy)は急速に熟練を

身につけ，しかもある技能をすっかり身につけ

てしまうまで満足しない。定められた仕事以上

45)このせりふは1853年にサムエlレ・コルトがイギリ
ス議会で証言したさいのものである。 F巴rguson
[13J pム Hounshel1[27J pp.18-20. Post [46J. 

46) "Ingenious Y ankees"または"Yank巴eIngenuity" 
という表現がいまでは英語のstandardphrase に
なっているという記述がJ.W.Roeの1914年の論
説 [51J(p.551)にみられる。また私が知るかぎり
19世紀の発明家群像やメカニクスを主題にして
"Ingenious Y ankees"という表題を付した本が現

在まで2冊刊行されている([16J，[27J)。しかし
19世紀のいつごろからこの表現が使われいつごろ
standard phraseになったのかは，はっきりしな
い。著書"IngeniousY ankees"を書いたD.R.Hoke

氏との文通の機会にそれを尋ねたことがあるが，

の何かをやろうと常に野心的である。自分の利

益や昇進のために経済的，技術的な問題を解決

してきた"ingeniousmen"の前には常に刺激と

やる気をそそるものがある。ニューイングラン

ドの諸州にいる平均的な働く若者で，何かメカ

ニカルな発明か製造の改良を志さない者はいな

いといって過言でない47)。

5 .兵器廠メカニクスおよび軍隊養成の技師た

ち

前節でチャンドラーがマサチューセッツ州の

兵器廠を「織物工場よりもはるかに重要な近代

工場の原型」としていることをみた。 1850年代

のイギリス調査団がアメリカで何よりも銃器工

場を注目して深く観察し，のちに英国議会に特

別委員会を設けてアメリカ型銃器工場をイギリ

スに設置する可能性を審議したことはよく知ら

れている。マーク・トウェイン『アーサー王宮

廷のコネチカットのヤンキー.i (1889年)の主人

公ハンク・モーガンは，コネチカット州にある

兵器工場のメカニックだったのが 6世紀イギ

リスにタイム・スリップして，アメリカ技術の

力を存分に発揮して騎士の大軍と渡り合うので

ある。 19世紀を通じて，兵器廠メカニックこそ

Ingenious Yankeeのシンボルなのであった。

産業技術史の研究分野では，当時の銃器生産

が「互換性部品を生産する一連の専用機械に基

づいた継続的作業の遂行」によって標準製品の

大量生産を実現した代表であることは，長年の

「私には誰が最初にこの言葉を作りだしたのか，
わかりません。たしかではありませんが19世紀に
むしろ少しずつ詐吊したように思われます。」との
ことであった。その後，私がワシントンの議会図
書館で1週間ほどを過ごしたさい，ライブラリア
ンの協力をえて各時代の成語辞典，流行語辞典
等々もみたが，この言葉は見当たらなかった。 19
世紀の文献にアメリカ人のIngeniousな気質をの
べたものはいくつもある(アメリカ人自身の口で
語られたものが多い)が， Ingenious Yank巴esと
いう成語そのものはなかったのではないだろう

か。
47) Rosenberg， [59J pp.203-204 
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常識である。しかし代表だ、った事実だけが知ら

れ，なぜアメリカで銃器生産がそれほど抜きん

でた製造部門になったのか，それが他産業にど

ういう影響を与えたのかということは，長い間，

考究されてはこなかった。コネチカット州の天

才メカニツク，イーライ・ホイットニー (Eli

川市itney)が18-19世紀交に連邦政府に 1万挺

のマスケット銃を提供する契約を結び互換性部

品による大量生産方式をあみだしたという俗説

がまかり通っていたが，それが事実に反するこ

とがまず確認された48)。さらに，銃器生産といっ

ても民間企業における銃器生産には互換性部品

による生産はず、っとあとまで実行されず，アメ

リカン・システムを代表するのは連邦政府兵器

廠にかぎつてのことだという事実が知られるよ

うになった制。これらを踏まえて，連邦兵器廠を

起点としそこで確立をみた互換性生産がメカニ

クスの手と技術情報をもって企業から企業へ，

産業から産業へと伝播し適用されていった過程

が「アメリカ型生産システムjの生成史である

という理解を打ち出し，それを実証してみせた

のが， D.A.ハウンシェルである。『アメリカ

ン・システムからマス・プロダクションへ』と

題されたハウンシェルの労作を頂点におくかた

ちで，今日では多数の産業技術史家が同様の生

成史を説くようになっている50)。

他の諸産業でなく，また民間の兵器工場でも

なくて，連邦兵器廠でアメリカン・システムが

始まったとする理解には，重要な経済上の意味

がこめられている。そもそも専用機をもちいて

互換性部品を作り継続的作業に編成するという

アイデアは古くからヨーロッパにあったといわ

48) Woodbury [67J Eli Whitneyが果たした役割

についてはRolt[55J邦訳175-178頁。

49)銃器を互換性部品の機械生産で作らせることを始

めたのが合衆国軍需省だったことの実証は

Smith [62Jと [63J。民間銃器工場では互換性生

産がおこなわれなかったことの実証は Howard

[29J。
50) HounsheIl [28J。次の文はハウンシェルの史観を

簡潔にのべている。「よく知られているように，兵

れ，そのことじしんをアメリカ人が考えだした

わけでない51)。しかしそのアイデアがヨーロツ

パで実際の生産に移されなかったのは，それが

経済的に引き合わなかったからである。それが

なぜアメリカの連邦兵器廠では遂行されたの

か。それは連邦政府(フランス啓蒙運動とフラ

ンス軍隊の合理主義に深く影響された合衆国陸

軍)の至上命令によって経済性を二の次にした

生産の効率性の追求ができたからである。実際，

イギリス調査団が最も注目したスプリングフィ

ールド兵器廠製の小銃のコストは，旧来の方法

で製造された小銃コストよりほぼ確実に高くつ

いていた(イギリス調査団はそのことに十分気

付いてはいなしユ)。ハウンシェルはこのように経

済的根拠=コストや利潤動機に牽引されたので

はない互換性生産システムを「兵器廠方式」と

名付ける。この兵器廠方式がメカニックらによ

って民間銃器メーカーのロビンス&ローレンス

やコルトに伝えられ，さらに時計， ミシン，農

具など工作機械産業全般に伝播してアメリカ

ン・システムを構築していくというのであるが，

その伝播には当然に経済面からの合理性がとも

なっていなければならなかった。実際には諸産

業においてこの方式と経済性(コスト削減)を

両立させることは，かぎりなく困難な長期の過

程だ、ったというのがハウンシェルの実証の力点

になっている。 19世紀にアメリカン・システム

をとった企業の多くは，商品のむしろ高品質・

高価格を売り物にし，傑出したマーケティング

やアフターセー/レス・サービス活動によって大

量生産を実現したのだ、った。この方式によって

真に安価な大衆商品を大量生産するようになっ

器廠で開発された同一性のシステムがいわゆるア

メリカ型生産システム…専用機，精密ゲージ，部

品の互換性などを特徴とする…の基礎となった。

人々は銃器工場を去って工作機械工場をおこし，

同一性の原理を鉄道設備，ミシン，懐中時計，タ

イプライター，農機具，自転車等々の製造にもち

こんだ。その後は周知の歴史が，進歩の歴史が続

いた。J(N oble [40J p.337.) 
51) Musson [36J pp.29-30.邦訳44-47頁。
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たのは，ようやく20世紀のフォード・システム

によってだ、ったというのが彼の主張である。

アメリカ型生産システムの系譜の起点を連邦

兵器廠におく(したがって非経済的な動機にお

く)上のような見解には，少数ながら産業技術

史家のなかからも批判がある。そのなかで最も

包括的な反証の書はD.R.ホークによるもので

あるが，その批判の論旨は別稿で紹介したこと

があるので52)，ここでは一言にとどめる。ハウン

シェルはアメリカン・システムを「専用機を連

続的に用いる工程機械化と互換性部品生産の条

件をなす精密加工の手法の進展」と厳格に規定

しそれを始めて達成したのは連邦兵器廠だとい

うのだが，ホークによれば，ほんらい互換性の

程度は産業によってさまざまであるべきで技術

学的な意味で完全である必要がない。経済性を

無視して理念を追求した銃器生産はむしろ特殊

な事例であって，諸産業は経済性の見地からそ

の製品の性格に応じかっ製品を産出する工程に

適合するかぎりにおいて，必要な互換性を追求

し採用した。そうした伝統と方式のひろがりこ

そアメリカの特徴だということになる問。

技術史はいざしらず経済史としてはホークの

批判はまことにもっともであり円私もこの点

にかんするホークの所論を支持する。まして本

稿はアメリカ型生産システムの源流をたどるこ

とが主題でなく，産業界全体のメカニックの特

性や気質を問題にしているのであるから，兵器

廠に始まるメカニクスの系譜だけでメカニクス

52)森・鈴木・中本 [70Jの(1)および(3) 
53) Hoke [27J，ホークはアメリカン・メカニクスの
強いアイデア志向は生まれながらのものではな
し 19世紀アメリカには欲得抜きに発明に熱中す
る彼らの情熱が企業家の利潤動機と一体化し両者
が協働する希有の市場環境があったからこそだと
説く。しかしそうした希有の市場環境がなぜもた
らされたかについては一切言及しない。
54)ハウンシェルにたいする経済史家からの論評を
森・鈴木・中本 [70Jの(5)にまとめておいた。
その中のひとつ Landes[31Jは，ハウンシェルが
ホークの著作を読んだうえで本を書いていれば，
彼は違った物語りを説いたであろうとさえいって
いる。

社会をみるわけにいかない。現実に兵器廠出身

メカニクスが先端技術の開発と伝播に果たした

役割が大きかったことを否定するのでないが，

先端的，指導的だ、ったゆえをもってそれでメカ

ニクス社会のなりたちを説くことはできないの

である。

この節ではもうひとつ， 19世紀の連邦軍隊が

養成し送りだした技師たちの果たした指導的な

役割とその性格に言及しておかなければならな

いだろう。連邦陸軍の場合，ウエストポイント

(陸軍士官学校)が1860年代まで土木工学にか

んする合衆国における最上の専門家を輩出した

ことと，工兵隊 (Corpsof Engineers)がアメ

リカ大陸の開発に技術，管理統制，兵枯の支援

などで主導的役割を果たしたことが，特筆さる

べきである。初期の代表的な鉄道会社はまさに

このウエストポイント出身者，工兵隊からの派

遣技師たちに指導され，あるいは軍隊の統制と

管理の原則を援用して組織され操業したのだっ

た。前述のようにチャンドラーは企業の組織と

管理を革新した点で連邦兵器廠を「近代企業の

原型」と呼んだが，そのチャンドラーが「最初

の近代企業Jと呼んだ鉄道会社のほうは，連邦

陸軍の組織・統制と技術力に依存して生成した

のである問。一方，海軍の場合は，海軍兵学校

(Naval Academy)は19世紀後半にかかるまで

技術者養成では大きな役割がなかったが，軍隊

内部から(陸軍が土木で傑出したのにたいして)

機械に習熟した多数のメカニカル・エンジニア

を輩出した5ヘ
メカニック(クラフツマン)を広範に生み維

持した社会のしくみと区別されて，工場の生産

現場の設計，建設の監督，機械の運転指揮など

55) Hill [22J.チャンドラーはアメリカ経営史で鉄道の
画期性を説く代表的な研究者でありながら，この
鉄道と軍部とのつながりについてのべるところは
非常に少ない。 O'Connell，Jr. [41Jは，工兵体から
の派遣技師が初期大鉄道の建設と管理に指導的役
割を演じたことを実証して「チャンドラーのテー
ゼに挑戦した」とされる (p.87)。
56) Smith ed.， [63J Calvert [6J Chapter 1 . 
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にたずさわるエリート技師群の出現や存在が認

められるようになるのは， 19世紀の少なくとも

30， 40年代以降であるように思われる。この時

期以降には，こうした軍部からの技師団に加え

て，大鉄道工場の機械工監督や，またメカニク

ス社会から選別され上昇してきたエリート職

長，発明家・改良家などを含め， rエンジニアJ
あるいは「メカニカル・エンジニア」の階層が

形成されてくる。 19世紀後半からはこれにハー

ノてード大，イエール大や，さらに工科大学など

での専門教育習得者が加わっていく。早くから

彼らには機械技術面の指揮とともに多かれ少な

かれ組織管理の職能がゆだねられた。そしてこ

の彼らが1880年代以降，かのアメリカ・メカニ

カル・エンジニア協会 (ASME)に結集し科
学的管理の提唱者，推進者になるのである57)。

連邦軍隊に話をもどすと，そもそもアメリカ

建国期における軍隊が軍事力という面だけでな

く開発と経済力の担い手として決定的な役割を

果たしたことを究明するのは，技術史家が軍部

や兵器廠の活動を非経済的動機によるものと規

定しでかかるのと違う，アメリカ経済史のひと

つの課題であると思われる。メカニカル・エン

ジニア創出もその一面をなすことが明らかであ

る。しかしながら，本稿のメカニック研究の脈

絡にそくしていうならば，彼らエンジニアは最

初から突出したエリート，指導者として養成さ

れ，独自の小社会を作ったのであって，その体

質も習慣や規律も伝統的に形成されたメカニク

ス社会にむしろ対立するものをもっていた。彼

らはやがてメカニクスの分解から生じた上昇集

団と融合するが，彼らじしんはメカニクスの分

解から生まれたのではない58)。このようなわけ

57) Roe [53J pp.330-333. 

58) Calvert はメカニツクの系譜と軍や大学で専門的

な機械技師になった者の系譜のほとんど関連がな

いことに着目し，前者をshopculture，後者を

school cultur巴と名付けて対比している。木下[69J

2'3頁は 「メカニツク」教育と工学教育という言
葉で両者を区別する。 Ferguson[13Jの場合はこ

れとやや違い，アメリカン・メカニクスが300年以

で，私は陸海軍から輩出された技術者群の問題

は，本稿の主題から除くべきものと考える。

6.技術の交流と公開，特許と内部請負制の活

用

前々 節は， 1800年と1850年との半世紀聞にア

メリカ工業技術の水準が飛躍的に上昇した，こ

の期間に何がおこったのかという聞いから書き

だされた。その節の主たる内容は，個別の技能

は高くないにしても改良好きの本性をもったア

メリカン・メカニクスが生活全分野の生産部門

にわたって厚い層をつくったことであった。各

種木工品，時計，錠，ストーヴ，台所用品や家

具，荷馬車，小火器，農具，製粉，缶詰， ミシ

ン，タイプライター…とひろがる膨大なアイデ

ア商品のリストのうち最もすぐれたものにはふ

つう発明者の固有名調が伴っており，彼ら発明

者のうちにはすでにメカニクスという階層をこ

えた事業家も少なくないが，そうした傑出した

発明品を生ませたのは「アイデアマン揃い」の

メカニクス社会の気風にほかならなかった。本

節は前々節冒頭の聞いにさらに沿ったかたち

で，実際に彼らの気風を実行にむすびつけるこ

とをさせた環境を考えてみたい。

今日アメリカ技術史家の大御所のひとりとな

っている E.S.ファーガソンはかつて，メカニ
クス社会に機械化の「ノウハウ」がどのように

獲得され継承されたのかという問題提起をおこ

なった。当時ファーガソンは19世紀フィラデル

フィアの代表的なメカニックだ、ったG.E.セラ

ーズ(1806-1898)が書いた膨大な回想記の整

上にわたってアメリカで活動し世界を形づくった

乙とをのべたあと， ["変革者の最後の世代がエンジ

ニアであって，政治的には最も保守的なグループ

である。彼らはしばしば自分が単に雇い主の指令

でことをなしているにすぎないと信じ，また自分

の技術上の決定は社会的必要を客観的にみてとい

うより技術がどこまでやれるかという情熱に依拠

しているという考えを否定したJ(p.6)というふう
に区別している。
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あたっており，それを通じてメカニクス社 ティテュートには専門前 特

会の都であったフィラデルフィアでの人々の移

動や交識の実態を拾いだしていた59)。とれらの

うじておのずから生ま

問題提組がブァーガソン学鋭の出発になるので

あるが，ぞれを欝いた論文の最後に伎は「当部

の仮の答えj として以下の5点そあげている。

窃ヨーロツパから入ってくる技術情報はきわ

めて議裂かっ不可欠であったが，アメリフきでは

それが自崩に矯見なしに活用された，窃ヨーロ

ツパの機械とぷンジニアリングの情報を得るた

めにヨーロッパにでかげたメカニクスの数がこ

れまで推定されていたよりずっと多かった，ミむ

地理的条件，豊震な資灘，アメリカの絞済・政

治風土が各聴で嬢誠の発艇をうながす役

した，G診しばしば科学や原理は欠くが生産への
と誠実性にみちたメカニグスが予言った。

そして窃として， r合衆国に見られてヨーロッ
パには見られない最後の援因は，知識を分かち

合い交換し合う自由の帯主主である。

場を外部にたいして閉ざしてしまうことは合衆

国セはめったになかったようだ。…アメリカの

機嫌的なノウハウの高まりを支えた諮繋留に重

要性のl援にランクづけをするときには，私はそ

のトップにこの要悶をおくべきだと考えてい

る。j紛。

本稿でもすでに〈第3節)，メカニクスの交流

と相互援助がアメリカ社会の缶統だったことを

のべた。その伝統に王立って19世紀に入ると地域

別，議議射のメカニクス揺体の設立と

っそうの盛況を呈した。とくに1824年ブィラデ

ルフィアで結成されたフランクリン・インステ

ィテュートは，はっきりと技指教育，技術情報

・普及を目的にかかげており，これに瓢

激されたかたちですぐニューヨーク，ボストンヲ

ボルチモアにもj奇襲のメカニカル・インスティ

テュートが段謹dれた。ブランクリン・インス

59) F，をrguson[14]. 
詰0)れr嘉uson[12J p.15. 

許情報を入手してはその効用を韻別に判定し，

技衛内容の需幸誌を伝える出販をおこなった。

1825年に部刊されたジャーナル (Thelournal 

of Franklin Institutりは性格においてロンドン

で発行されたニュートンのジャーナルやメカー

グス・マガジンとも共通するが，これらイギリ

スの雑誌に数年，先符して生まれた制。このよう

な専門誌を頂点、において，その底辺にもっと卑

俗な，技術のハウツーものや家庭の能率化にか

んする出版物がひきもきらず市場に出されたの

がアメリカの持微である。またフランクリン・

インスティテュートは2年にー震，技術ブェア

して参加製品のなかから優秀品にメダル

た。このブょιア，設構コンテス

トもまたアメリカ人の気識にぴったり

で，全米各地の町が毎年むように同種のフェア

したω。

各地のメカニクス語体の活動には，もちろん

慢の地域における新技術の情報を得ること

要な内容として含まれる。

を督及させたり

ような刊持物

るのも活動の

…環であったろう。しかしこの時代は持といっ

ても生身のメカニツグの地域開移動や旅行によ

る情報伝遼が，決定的な滋重要'陸をもってい

その点、でも調鷺の兵器撤の主義たした役割は大慈

し兵器嬢は鍛新鋭的工作機械そぞろえてすべ

ての訪問者に工場を公開し，訪問者が製密をし

たりひな型を潜りたり各自の関心に鰐した情報

を得るのを揚げた。また政府から

武器業者との閣で，特許軒なしに技術を共有で

きるという繍黙の了解をとりつけた。このため

に工作機械分野で非常に重要な発明・新技術の

うちの一部が， ことなしに市場に出

され普及したのだつ

はこのように特許の拘束をおこなわな

い fオープン・ドアj 政策によって薪技輔の

61) Ferguson p.9. Burns p.94. 
62) Hindle & Luber [25J pp‘90-91. 氷下 [69J15頁。
63) Smith ed.， [63J p.76. 
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普及をうながした。しかしアメリカにおいて特

許制度はそれと反対の，むしろ技術伝播にとっ

て促進的な役割をも果たしたと思われる。

近代的な発明特許制度は17世紀イギリスに起

源を有する。アメリカは1790年，海外からの技

術導入とそれを合衆国に普及させる目的をもっ

てイギリスの特許制度を模倣して設けたが，こ

れは合衆国が全国規模で定めた経済制度の最も

早いひとつであるとともに，世界でもイギ、リス

に次いで早い法制化であった。しかも1793年の

法修正によって申請者が申請品の新しさと有用

性を誓いさえすれば事前審査なしに登録できる

ことにしたため，登録数は急増し， 19世紀に入

るや早くも毎年のイギリスの特許件数を凌駕す

るにいたる。件数とならび新発明と称する技術

の範囲がめざましい広がりをみせかつ細目にお

よび，アメリカは工業が未成熟な時代からすで

に「パテント王国」の道を歩みだした。 1836年

の法修正で、特許授与に先立つ審査制が復活する

とともに米国特許庁が設置され，それから何年

か特許件数はやや低迷したが，その後再び力強

い増勢をたどる臼)。

今日ではテキストに発明者が各一人であるよ

うに記述されるような発明品も，実際に出現し

たときには自分が先に発明していたという異議

申し立てをする者，あるいは無断で模倣してそ

れを自分独自の仕方だといいはる者が続出した

のが普通である。たとえばブランチヤード(T.

64)イギリスでは産業革命期までに，r特許権賦与の条
件を，…徒弟制的実地指導による技術移転ではな

く，発明明細書において発明を客観的に開示する

ことに求める」基準ができあがっていたという。

この基準を明言したといわれる1785年判決はい

う， (特許権者は)r彼に与えられた特許事項につ
いて，発明明細書を読めば他者もそれを実行出来

るようなやり方で，自分の秘密を開示し，発明を

詳細に記述Jしなければならない。「何故なら，発
明明細書の目的と意義は，特許期聞が終了した後，

その技術がどのようなものであるかを社会に周知

せしめることにある…。J(大河内暁男[73J143頁)
アメリカの1790年法もこの基準を踏襲したが，審

査者のあまりの多忙のゆえに処理が遅延し，そう

した事務処理上の理由で法修正をおこなった。い

Blanchard)の木工機械(旋盤)は木材を不規則

形状にしかも同一規格で削ることを始めて果た

した画期的な発明で，これが1819年スプリング

フィールド兵器廠での小銃銃身の製造に使用さ

れたのを手始めに，靴型や帽子型の製造など数

十種類の機械に展開したのであるが，このよう

な画期的な発明品の場合でさえ普及の過程には

つねに多数の特許訴訟がついてまわった。新技

術の「ひろがり」とは多様な産業への適用と他

の都市への伝播との双方を意味するが，その双

方での訴訟を通じて技術情報が提供されたので

ある。すなわちある都市で特許訴訟が起きると，

法廷では二人の当事者がそれぞれ機械を持参し

て細部にわたって比較し証言した。そしてその

一切がその地のメカニクス団体に知らされ摂取

されたのである。また第3者として証人になっ

た熟練メカニックが他の都市に呼ばれて，新技

術の内容にかんする指導をおこなった。新技術

が良いとなると，誰かがその都市でイノベータ

ーとして投資をおこなうのであるが，それは必

ずしもその都市の同業者とはかぎらなかった。

アメリカン・メカニクスのオールラウンドな'性

格を反映して，むしろ他の業界からチャレンジ

した例が多数みられる。そして誰が最初の投資

をするにしろ，その新技術にたいして同業メカ

ニクスからの反対が起こったという事例が少な

いことが，アメリカの特徴だ、った6九

このように特許制度は，発明者保護という効

ずれにせよアメリカの場合には，r特許期聞が終了
した後」のみならず，その特許申請に次ぐおびた

だしい紛争，訴訟そのものが「技術の社会への周

知」に大きな役割を果たしたのである。アメリカ

特許制度の歴史とその文献リストについてはInk-
ster [30J Chapter10， Sherwood [6 1 J， Post [45J 
を参照した。

65) Cooper [10J. Cooperは19世紀アメリカの技術ノ

ウハウの波及に特許制度がきわめて重要な役割を

果たしたことを詳細に実証し続けており，本稿の

この部分の叙述はことに掲げなかった論文もふく

めて彼女の研究によるところが大きい。しかし

Cooperがpatentsystemの役割を過大に評価し

ているという批判もないわけでなく，私にとって

も課題が残っている。



24(142) 経済学研究 45-2 

果にとどまらずアメリカの技術状況のなかでは

技術伝播に絶大な効果を発揮したとみられるの

である。いま特許制度の役割に関連してブラン

チヤードの工作機のことにふれたが，この同じ

工作機から今度は別な話をしてみよう。 1819年

にブランチヤードがはじめて不規則形状の切削

をおこなう工作機の特許をとったとき，当時，

小銃生産の統一化にとりくんでいたスプリング

フィールド兵器廠長リ一大佐は迅速に行動し，

これを兵器廠に導入した。最初ブランチヤード

は銃身 1挺あたり 2セントのロイヤリティで機

械 1台を供したが，その後も改良を続けるとと

もにリー大佐との意見交換を頻繁におこない，

そのあげく 1823年以降，みずから「内部請負者」

Gnside contractor) として兵器廠の中に入っ

た。彼は銃を半製品にする請負で1挺あたり37

セントを得るとともに彼の機械を兵器廠が自由

に使用することを認めた。この関係は1825年ま

で続いた6ヘ
スプリングフィールド兵器廠が採用した内部

請負はこのブランチヤードの事例にとどまる

が，やがてこの方式はニューイングランドの兵

器メーカーにひろがっていった67)。なかでも目

立つのが，コルトのハートフォード工場であっ

て，ここには産業史に名を残す静静たるメカニ

ツクたちがスカウトされ内部請負親方になって

アイデアを行使する場とともに，その成果をた

ずさえて他の産業に移っていく準備室になっ

た。メカニクスは工場の場所，動力，機械，資

材を用い，自分で雇った労働者を使い指揮をし

て，工場から請け負った料金で請け負った量の

製品を作るのである。請負いの期聞は通常それ

ほど長くなし変化がはげしかった。多くの兵

器廠ではこのほかに，メカニックと部分生産の

契約はするがメカニックがそれを自分の仕事場

でおこなう，つまり下請け制も利用されていた。

66) Cooper [9J pp.87-91. Hounshell [28J pp泊 46.
67) Buttrick [5J p.207によると，スプリングフィー
ルド兵器廠が請負を採用した例は1798年にまでさ
カ〉の』ぎる。

あるいは内部請負のメカニックが仕事に一部を

下請けに出した例もある曲)。だからメカニック

の立場からすれば，内部請負と下請けの差異は

当初はそれほど明確で、なかった。

内部請負制はその後，東部の機械工場にひろ

く見られるようになり，さらに19世紀末までに

全国の大工業に浸透する。それは上のようにア

メリカン・メカニクスの蓄積したものを活用す

る面でまことに有効だったが，彼らの労働習慣

は大工場が求める組織や規律と次第に対立を深

めざるをえなくなる。それゆえにこの制度をめ

ぐる問題はアメリカの労働史，労務管理史ある

いは「科学的管理」生成史のなかで今日でもし

きりにとりあげられている。本稿でそれに立ち

入る気持はないが，この節でいっておかなけれ

ばならないのは， 19世紀，近代企業の勃興期に

も容易に衰退せずむしろ新たに質を高めながら

発展したアメリカ・メカニクス社会の存在があ

ってこそ，近代企業がそれをとりこんで内部請

負制として編成することが可能になったという

こと，およびメカニクス間，異業種間の盛んな

技術・情報交流の気風が，具体的に内部請負制

を利用しまた内部請負制をつくりだす動きにな

ったであろうということである。

おわりに

この小論は，おおむね19世紀中頃までのアメ

リカン・メカニックの特性と，それをもたらし

た環境を論じたところで閉じることになる。彼

らが活動した主な地域は合衆国の東北部と東北

中部であり，その特性はいわゆる装置系の工業

よりも機械加工，組立系の工業の生成過程にお

いてよく発揮された。 19世紀後半から末にかけ

ての，工業が全国でさらに本格的に発展する時

代にここで記述をすすめないのは，紙幅の制約

だけでなく，その時代の検討はより多くまた直

接にアメリカ労働史研究の流れと合体せざる

68) Buttrick [5J p.207.中川 [75J(2) p.43. 
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をえないことを意識したからでもある。ここま

でのべてきた時代のメカニックにかんする文献

もすでに，アメリカ労働者階級形成の起源を探

る労働史の関心によって書かれたものが多いの

であるが，この小論ではそれらから，第1節に

のべた課題に沿ってメカニツクが工業化にはた

した積極的な役割と生産システムに付与した特

質を読みとるほうに力点をおいた。そのために

本稿の内容は，総じてメカニクス社会の活気に

満ち自由な側面を多くの読者に印象づけるもの

となり，連日十数時間におよんだきびしくきつ

い仕事や彼らの社会の内部における支配，抑圧

と車L離に言及するところが少なくなったことを

自覚している。

それでもあえて与えられた紙幅をこの問題に

しぽりこんで書いたのは，小論の背後につぎ

のような見通しがあるからである。かつてR.

ホフスタッターはアメリカ社会の「アンチ・イ

ンテレクチャリズム」の伝統を論じた名著にお

いて， 19世紀いらいビジネス界がその伝統形成

の先鋒役を果たしたこと，そこから科学や理論

を軽視し実践と技術のノウハウを求める気風が

社会全般に浸透したことを強調した田)。その気

風の少なからぬ部分はそもそもメカニクス社会

が生み育て，アメリカ近代工業にもちこんだも

のであったろう。 19世紀のメカニックのイメー

ジを得るさいに最初から19世紀後半ないし末の

地点に立って，彼らを一般労働者から区別し，

また彼らを労働者のごく一部にすぎないとする

のでは70) そこにいたるまでに彼らが築いたシ

ョップ・カルチュアの浸透力を過小評価してし

まうのではないだ、ろうか。

広範なメカニクスの存在を前提にしそれを大

69) Hofstadter [26JのとくにChapter9. 

70) D.ネルソン [39Jはアメリカ型生産システムで働
いた労働者は全体からみればごく小部分だったと

いう点から話をはじめる。このアメリカ型システ

ムの工場はたしかに「理想に近い作業環境，技術

的創造性と経済的進歩と社会的流動性を助長する

環境を醸成し，…こうした工場に幸運にも雇用さ

れた労働者は，全体として，豊かで充足した集団

工場の機械生産の態勢に編入しえたことで， 19 

世紀末以降のアメリカは，世界に「先例のない

数と種類をもった商品」を常時，大衆に向げて

提供する社会をつくりだした。別ないいかたを

すれば国民総中産階級の性格を帯びた市場の一

貫した成長が，アメリカ的なメカニクスの伝統

を存続させ機械生産の時代に適合させた。しか

しそれゆえにまたアメリカ社会の伝統は，機械

によってひたすら量と速度の効率を求めようと

する新しい時代の趨勢にたいして，いっさいの

抵抗力をもたなかった。「アメリカの物質主義

は，それが富者や権力者の舶来崇拝主義に限定

されなかったからこそ危険だ、ったJ71)のである。

それはやがて地球大の舞台で演ぜられる消費者

欲望のドラマの幕開けを告げるものだった。
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